
　前年度に作付推奨地域に編入された県北地域での作付けが開始されるなど、22の生産団体の取り組みにより、作付面積約
1,850ha、販売量約1万tを見込んでいます。

〈令和８年産も作付けが拡大〉
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　令和７年は、田植え後の低温・日照不足や６月以降の高温、渇水など、厳しい天候に見舞われましたが、サキホコレの
高温に強い品種特性や生産者のきめ細やかな栽培管理により、高品質な米を生産することができ、（一財）日本穀物
検定協会による米の食味ランキングでは今年も特Ａを獲得しました（参考品種での出品を含めると５年連続）。

秋田米の産地情報等をSNSで発信しています。ぜひご登録ください！
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サキホコレ公式
WEBサイト

　今年もサキホコレの前向きなネーミングを生かし、令和８年
１月にＪＲ秋田駅で「サキホコレ受験生合格祈願祭」を開催
しました。サキホコレ鳥居と一緒に設置したメッセージボードは、
受験生の願い事が書かれた絵馬シールで埋め尽くされています。
受験生の皆さん、新生活でも咲き誇りますように！

　令和７年12月22日に第３回サキホコレ食味コンテストの
決勝審査を行いました。生産者27名のエントリーの中から、
予選を勝ち抜いた３名のサキホコレを会場の生産者等が、
「外観、香り、味、粘り、硬さ、総合」を審査し、見事、ＪＡ秋田ふる
さとの堀江均さん（横手市）が最優秀賞を受賞しました。
　最優秀賞（秋田県知事賞）
　・JA秋田ふるさと　堀江　均さん　※写真中央
　優秀賞（サキホコレ生産者協議会長賞）
　・JA秋田しんせい　伊藤　康さん　※写真右
　・JA秋田ふるさと　西田俊夫さん　※写真左

今年のNo.1サキホコレが決定

サキホコレで受験生を応援

区  分
作付面積
販売数量

品質・出荷基準達成率
一等米比率

R7年産
1,756 ha
9,462 t   
98.4 %
    98.8 %※

※令和7年12月31日現在（農林水産省）


